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所
在
地
　
　
　
大
阪
府
東
大
阪
市
西
石
切
町

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年

（昭
５８
）
九
月
ｉ

一
九
八
四
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
阿
東
大
阪
市
文
化
財
協
会

調
査
担
当
者
　
松
田
順

一
郎

。
中
西
克
宏

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
、
弥
生
時
代
中
を
後
期
、
古
墳
時
代
、
平

安
時
代
を
南
北
朝
時
代

７
　
迫還
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

西
ノ
辻
遺
跡
は
、
生
駒
山
西
麓
の
扇
状
地
上
に
立
地
す
る
。
従
来
よ
り
、
畿

内
の
弥
生
土
器
型
式
の
標
準
遺

跡
と
し
て
著
名
で
あ

っ
た
。
近

年
国
道
三
〇
八
号
線
に
お
け
る

道
路
整
備
事
業
と
鉄
道
新
設
に

伴
う
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
外

生
時
代
の
み
な
ら
ず
、
縄
文
時

代
、
古
墳
時
代
、
平
安
ｉ
南
北

朝
時
代
の
遺
跡
と
し
て
再
確
認

さ
れ
る
に
至

っ
た
。
本
調
査
も

そ
の
一
環
で
あ

っ
た
。
調
査
区
内
で
は
、
柱
穴
群
、
井
戸
、
溝
な
ど
の
中
性
遺

構
が
確
認
さ
れ
、
お
お
む
ね

一
四
世
紀
後
半
の
所
産
と
さ
れ
る
瓦
器
椀

・
土
師

器
を
伴
う
が
、
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、　
〓
二
世
紀
後
半
の
瓦
器
椀
を
伴
う
井

戸
で
あ
る
。
そ
の
井
戸
は
直
径
約

一
・
八
ｍ
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
約
三
ｍ
の

は
ば
垂
直
に
落
ち
る
掘
形
を
残
す
の
み
で
、
井
戸
粋
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

井
戸
内
の
層
序
の
下
半
は
、
使
用
後
遺
棄
さ
れ

一
定
期
間
放
置
さ
れ
て
い
た
段

階
に
堆
積
し
た
黒
色
砂
ま
じ
り
粘
土
質
ン
ル
ト
、　
上
半
は
後
世

（
一
四
世
紀
以

後
）
の
整
地
に
よ
っ
て
埋
積
し
た
暗
黄
裾
色
上
で
あ

っ
た
。
木
簡
は
こ
の
下
半

部
よ
り
出
上
し
た
。

調
査
区
隣
接
地
で
も
道
路
、
鉄
道
建
設
に
伴
い
調
査
が
実
施
さ
れ
、
平
安
ｉ

南
北
朝
時
代
の
集
落
跡
の
ひ
ろ
が
り
が
、
直
径
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
範
囲
に
予
想
さ

れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「＜
蘇
民
将
来
子
孫
」
　
　

　

　
　

　

　
　

　

ｗ牌貿
∞マ
中
ｏ駕

（松
田
順
一
郎
）

とこ
し

大
阪
・
西
ノ
辻
遺
跡
②

つ
じ

(大阪東北部)
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